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▼
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
つ
い
て

の
国
民
投
票
で
離
脱
派
が
僅
差

で
多
数
と
な
り
、
全
世
界
に
衝

撃
が
走
っ
た
。
特
に
、
Ｅ
Ｕ
離

脱
後
の
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
関
係
が

不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
世
界
経

済
・
金
融
市
場
に
「
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
」
級
の
影
響
を
与

え
て
い
る
。
▼
Ｅ
Ｕ
内
部
で

は
、
初
め
て
の
「
離
婚
」
協
議

に
、
正
式
な
手
続
き
開
始
前
か

ら
大
も
め
で
あ
る
。
こ
れ
以
上

の
加
盟
国
の
離
脱
を
食
い
止
め

た
い
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
ら
は
、

「
離
婚
」
後
の
条
件
闘
争
に
は

厳
し
い
姿
勢
で
臨
む
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
英
国
と
の
関
係

が
よ
く
な
か
っ
た
ユ
ン
ケ
ル
欧

州
委
員
長
は
「
そ
も
そ
も
深
い

愛
情
は
な
か
っ
た
」
と
突
き
放

し
た
。
▼
今
回
の
投
票
結
果
は

大
方
の
事
前
予
想
を
覆
し
た
わ

け
だ
が
、
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
関
係

を
歴
史
的
に
見
た
場
合
そ
れ
ほ

ど
意
外
な
結
果
で
も
な
い
。
仏

独
を
核
と
す
る
Ｅ
Ｕ
が
英
国
の

加
盟
を
認
め
た
一
九
七
〇
年
代

か
ら
両
者
の
関
係
は
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
た
時
期
が
長
か
っ
た
。
時

に
新
規
加
盟
国
に
規
範
を
押
し

付
け
る
か
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
と
い

う
「
帝
国
」
に
、
独
自
の
伝
統

と
政
治
制
度
を
誇
る
英
国
が
反

発
す
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と

で
あ
る
。
▼
そ
れ
に
し
て
も
、

国
民
投
票
と
い
う
の
は
怖
ろ
し

い
。
Ｅ
Ｕ
の
歴
史
を
見
て
も
、

一
九
九
二
年
の
「
デ
ン
マ
ー
ク

・
シ
ョ
ッ
ク
」
や
、
二
〇
〇
五

年
の
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
で

の
欧
州
憲
法
条
約
の
国
民
投
票

で
の
批
准
拒
否
は
、
政
治
の
流

れ
を
一
気
に
、
不
可
逆
に
変
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
の
政

治
・
経
済
エ
リ
ー
ト
の
視
点
か

ら
見
れ
ば
、
誠
に
厄
介
な
存
在

で
あ
る
。
だ
が
民
意
と
の
乖
離

が
争
点
と
な
っ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
諸

国
で
は
、
時
に
重
大
な
決
断
を

国
民
投
票
に
委
ね
、
そ
の
結
果

を
尊
重
す
る
こ
と
で
民
主
主
義

を
貫
い
て
い
る
。
参
院
選
の
隠

れ
た
争
点
で
あ
る
憲
法
改
正
が

現
実
化
す
れ
ば
、
日
本
の
政
治

に
も
そ
の
覚
悟
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。 

（
ヒ
ゲ
）

鳩
山
邦
夫
副
理
事
長

ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
六
月
二
十
四
日
（
金
）
友
愛
サ
ロ
ン
に
於
い
て
、
第
十
二
回
定

時
評
議
員
会
及
び
第
四
十
九
回
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
評

議
員
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
・
平
成
二
十
七
年
度
計

算
書
類
及
び
平
成
二
十
七
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書

が
協
議
さ
れ
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。内
容
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

愛
協
会
の
運
営
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
出
席
評
議
員
数
が
確
認
さ

れ
、
評
議
員
会
の
成
立
が
宣
言

さ
れ
た
。

　
定
款
に
よ
り
、
井
上
和
子
評

議
員
長
が
議
長
を
務
め
た
。

　
第
一
号
議
案
平
成
二
十
七
年

事
業
計
画
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
七
年
計
算
書
類
、
第
三
号

議
案
平
成
二
十
七
年
公
益
目
的

支
出
計
画
実
施
報
告
書
は
、
内

容
か
ら
一
括
審
議
と
な
り
、
理

事
長
が
事
業
報
告
の
詳
細
を
、

資
料
を
基
に
報
告
し
た
。
計
算

書
類
に
つ
い
て
は
、
求
め
に
応

じ
事
務
局
よ
り
報
告
が
な
さ
れ

た
。
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
順
調
に

進
ん
で
い
る
旨
が
報
告
さ
れ
、

金
沢
監
事
が
監
事
を
代
表
し
て

幹
事
監
査
が
行
わ
れ
、
全
て
の

書
類
に
間
違
い
が
な
い
旨
を
告

げ
た
。
協
議
の
後
、
第
一
号
議

案
か
ら
第
三
号
議
案
ま
で
、
順

に
決
議
を
と
っ
た
。
結
果
、
全

て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
定
刻
を
三
十
分
過

ぎ
、
評
議
員
会
を
終
了
し
た
。

　
冒
頭
、
鳩
山
邦
夫
副
理
事
長

の
急
逝
を
受
け
、
全
員
で
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
友
愛
サ
ロ
ン
に
飾
ら

れ
た
鳩
山
邦
夫
副
理
事
長
の
写

真
を
、
評
議
員
長
、
理
事
長
の

間
に
置
き
、
会
議
を
進
行
し

た
。

理
事
長
挨
拶

　
弟
邦
夫
が
急
逝
し
、
驚
い
て

い
る
と
い
う
よ
り
、
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
で
す
。
弟
は
常
に

友
愛
は
「
自
然
と
の
共
生
」
だ

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思

い
を
受
け
継
い
で
、
今
後
も
活

動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

評
議
員
長
挨
拶

　
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
私
的
な
話
し
に
な
り
ま
す

が
、
大
人
に
な
っ
て
ゆ
っ
く
り

と
邦
夫
と
話
を
す
る
機
会
が
無

か
っ
た
の
で
、
何
よ
り
そ
れ
が

心
残
り
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
慕

っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
邦
夫
の

思
い
出
を
大
切
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
、
こ
の
日
本
友

娠

慎

審

振
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第
十
二
回
定
時
評
議
員
会
開
催

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告

平
成
二
十
七
年
度
計
算
書
類

平
成
二
十
七
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書

全
会
一
致
で
承
認

理
事
長
が
詳
細
に
報
告
　
理
事
会
で
は
新
規
事
業
も
検
討

邦夫へ　　　　　　　　　　　　鳩山由紀夫

「自然との共生」それが邦夫が言っていた友愛の理念です。私もそれは大切な理念だと思っています。
日本友愛協会は、その思いを忘れずに活動の中に取り入れていきます。邦夫の分も頑張って行きます。

　三年前に母が亡くなりましたが、まさかこんなに早く邦夫まで逝ってしまうとは信じられません。二週間ほど前に、いつものように
気軽な話をしました。それが弟との最後の会話になってしまいました。
　何事も兄を追い越していた弟でしたが、人生まで追い越すとは兄として寂しい限りです。
　私たち兄弟は小中学の頃は小児喘息持ちで、当時は運動が嫌いで、母が心配して家庭教師を私たちにつけてくれたのですが、その先
生が勉強よりも野球や昆虫採集を教えてくれました。邦夫が蝶の権威になったのはそれがきっかけでした。料理もプロ並みでした。大学生の頃、勉強が終わ
ると台所で餃子を皮から作って食べさせてくれたり、屋台のラーメン屋に家をこっそり抜け出して食べに行ったり、本当に仲の良い兄弟でしたが、常に弟の
ほうが積極的でした。
　また、弟は幼稚園の頃からオーパパ（一郎）の跡を継ぐのは自分だと言って、その通り、田中角栄先生の門下生となり、政治家になりました。政治嫌いの
私が政治の世界に入るとき、派閥の違う私を角栄先生の下に連れて行ってくれました。言うまでもなく、弟は私にとって政治家の先輩であり、運命のいたず
らで時には意見を異にすることがありましたが、内向的で自己表現がうまくない私にとっては、常に目標であり自慢の存在でした。
主要閣僚を歴任し、また蝶を愛し自然を愛する弟が、より高い立場から日本の将来や環境問題などに真剣に取り組んでくれることを期待していただけに、残
念でなりません。今は政治一筋に生きてきた弟が、政治という責任から身も心も解放され、安らかに永眠することを祈っています。
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プチャーチン提督の肖像画
「磯割烹の宿山市」所蔵・提供

日
露
友
好
歴
史
の
一
幕
を
観

日
露
友
好
  歴
史
の
一
幕
を
観
るる

ヘ
ダ
号
を
訪
ね
て
―
戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物

ヘ
ダ
号
を
訪
ね
て
―
戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物
館館

友
愛
の
像
友
愛
広
場
日
露
友
好
の

友
愛
の
像
  友
愛
広
場
  日
露
友
好
の
礎礎

　
静
岡
県
沼
津
市
戸
田
に
あ
る「
戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物
館（
駿
河
湾
深
海
生
物
館
併
設
）を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。日
本
初
の
洋
式
帆
船
ヘ
ダ
号
に
係
る
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。し
か
し
そ
の
奥
に
は
、日
本
と
ロ
シ
ア
の
友
好
の
歴
史
の
始
ま
り
と
も
い
え
る
興
味
深
い
物
語
が
あ
る
。

　
過
日
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
こ
の
博
物
館
を
訪
ね
、大
き
な
発
見
を
し
た
。博
物
館
の
あ
る
敷
地
は「
友
愛
の
広
場
」で
あ
り
、日
露
両
国
の
青
年
の
像
は「
友
愛
の
像
」と

命
名
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
日
露
和
親
条
約
に
み
ら
れ
る
、真
の
日
露
友
好
の
足
跡
が
、そ
こ
に
は
し
っ
か
り
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　『
友
愛
』の
読
者
に
も
こ
の
事
実
を
伝
え
た
い
と
川
手
常
務
理
事
、奥
田
理
事
が
現
地
を
訪
れ
た
。現
地
で
は
、関
係
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
、様
々
な
資
料
と
と
も
に
多
く

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。（
な
お
、キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
＊
印
の
あ
る
写
真
は
、「
戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物
館
」よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）

　
興
味
深
い
戸
田
の
歴
史
と
と
も
に
、こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。な
お
、博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
品
々
は
静
岡
県
の
近
代
化
産
業
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

亜
船
の
為
に
、
箱
館
、
下
田
、

長
崎
の
三
港
を
開
く
。
今
よ
り

後
、
魯
西
亜
船
難
破
の
修
理
を

加
へ
、
薪
水
食
糧
、
欠
乏
の
品

を
給
し
、
石
炭
あ
る
地
に
於
て

は
、
又
こ
れ
を
渡
し
、
金
銀
銭

を
以
て
報
い
、
若
金
銀
乏
敷
時

は
、
品
物
に
て
償
う
べ
し
。
魯

西
亜
の
船
難
破
に
あ
ら
ざ
れ

ば
、
此
港
の
外
、
決
て
日
本
他

港
に
至
る
事
な
し
。
尤
難
破
船

に
つ
き
諸
費
あ
ら
ば
、
右
三
港

の
内
に
て
是
を
償
べ
し
。

　
第
四
条
　
難
船
、
漂
民
は
両

国
互
に
扶
助
を
加
へ
、
漂
民
は

ゆ
る
し
た
る
港
に
送
る
べ
し
。

尤
滞
在
中
是
を
待
こ
と
緩
優
な

り
と
い
え
ど
も
、
国
の
正
法
を

守
る
べ
し
。

　
第
五
条
　
魯
西
亜
船
下
田
箱

館
へ
渡
来
の
時
、
金
銀
品
物
を

以
て
、
入
用
の
品
物
を
弁
ず
る

事
を
ゆ
る
す
。

　
第
六
条
　
若
止
む
こ
と
を
得

ざ
る
事
あ
る
時
は
、
魯
西
亜
政

府
よ
り
、
箱
館
、
下
田
の
内
一

港
に
官
吏
を
差
置
べ
し
。

　
第
七
条
　
若
評
定
を
待
べ
き

事
あ
ら
ば
、
日
本
政
府
こ
れ
を

熟
考
し
取
計
ふ
べ
し
。

　
第
八
条
　
魯
西
亜
人
の
日
本

国
に
あ
る
、
日
本
人
の
魯
西
亜

国
に
あ
る
、
是
を
待
事
緩
優
に

全
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
国
魯
西
亜
国
和
親
条
約

　
魯
西
亜
国
と
日
本
国
と
、
今

よ
り
後
、
懇
親
に
し
て
無
事
な

ら
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
条
約
を

定
め
ん
が
為
の
、
魯
西
亜
ケ
イ

ヅ
ル
は
、
全
権
ア
ヂ
ュ
ダ
ン
ド

・
ゼ
ネ
ラ
ー
ル
、
フ
ィ
ー
ス
・

ア
ド
ミ
ラ
ー
ル
・
エ
フ
ィ
ミ
ュ

ス
・
プ
ー
チ
ャ
チ
ン
を
差
越
し
、

日
本
大
君
は
重
臣
筒
井
肥
前
守

・
川
路
左
衛
門
尉
に
任
し
て
、

左
の
条
々
を
定
む
。

　
第
一
条
　
今
よ
り
後
、
両
国

末
永
く
真
実
懇
ろ
に
し
て
、
各

某
所
領
に
於
て
互
い
に
保
護

し
、
人
命
は
勿
論
什
物
に
於
て

も
損
害
な
か
る
べ
し
。

　
第
二
条
　
今
よ
り
後
、
日
本

国
と
魯
西
亜
国
と
の
境
、
エ
ト

ロ
フ
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
と
の
間

に
あ
る
べ
し
。
エ
ト
ロ
フ
全
島

は
日
本
に
属
し
、
ウ
ル
ッ
プ
全

島
、
夫
よ
り
北
の
方
ク
リ
ル
諸

島
は
、
魯
西
亜
に
属
す
。
カ
ラ

フ
ト
島
に
至
り
て
は
、
日
本
国

と
魯
西
亜
国
の
間
に
お
い
て
、

界
を
分
た
ず
、
是
迄
仕
来
の
通

た
る
べ
し
。

　
第
三
条
　
日
本
政
府
、
魯
西

「
戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物

館
」
が
建
設
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
政
府
は
五

〇
〇
万
円
を
戸
田
村
に
寄
付
し

て
い
ま
す
。
当
時
の
ト
ロ
ヤ
ノ

フ
ス
キ
ー
在
日
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

大
使
が
、
直
接
戸
田
に
赴
き
、

山
田
三
郎
村
長
に
手
渡
し
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ヘ
ダ

号
、
戸
田
村
の
高
い
評
価
と
感

謝
は
、
今
も
続
い
て
い
る
の
で

す
。

日
露
和
親
条
約

　
一
八
五
六
年
、
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
提
督
の
副
官
だ
っ
た
ポ
シ
ェ

ー
ト
氏
が
、
日
露
和
親
条
約
の

批
准
書
を
携
え
来
日
し
ま
す
。

こ
の
折
、
ヘ
ダ
号
も
返
却
さ
れ

ま
し
た
。
ポ
シ
ェ
ー
ト
氏
は
一

八
八
二
年
、
日
本
を
再
訪
し
戸

田
湊
に
船
を
留
め
戸
田
村
の

人
々
と
の
再
会
を
果
た
し
ま

す
。
戸
田
で
の
数
ケ
月
が
、
い

か
に
思
い
出
深
い
も
の
で
あ
っ

た
の
か
を
、
こ
の
逸
話
は
伝
え

て
い
ま
す
。

　
現
在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
外
交
史
料
館
に
保
存
さ
れ
て

い
る
「
日
露
和
親
条
約
」
の
内

容
が
、
こ
の
資
料
館
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ガ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ナ
さ
ん

（
ロ
シ
ア
皇
后
付
名
誉
女
官
）

の
戸
田
訪
問
で
す
。
オ
リ
ガ
さ

ん
は
、
亡
き
父
が
戸
田
の
人
々

か
ら
受
け
た
多
く
の
気
持
ち
に

感
謝
す
べ
く
戸
田
を
訪
れ
、
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
が
滞
在
し
、

執
務
室
に
使
っ
て
い
た
宝
泉
寺

を
始
め
、
様
々
な
父
の
足
跡
を

た
ど
り
ま
し
た
。
そ
の
後
日
本

と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
は
良
好
な

ま
ま
進
ん
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
時
が
流
れ
一
九
六
九
年
に

し
た
。

感
謝
の
念
を
忘
れ
ず
に

　
日
本
初
の
洋
船
は
、
一
〇
〇

ト
ン
に
も
満
た
な
い
船
で
し
た

が
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
は
、

船
の
完
成
を
喜
び
、
自
ら
「
ヘ

ダ
号
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

そ
し
て
「
我
が
魂
を
永
遠
に
こ

の
地
に
留
め
置
く
べ
し
」
と
い

う
言
葉
と
、
様
々
な
記
念
の
品

を
残
し
、
ロ
シ
ア
に
帰
っ
て
行

き
ま
し
た
。

　
そ
の
言
葉
の
表
れ
が
、
娘
の

隻
の
小
舟
を
使
っ
て
、
曳
航
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
ま
た
し
て
も
強
風
に
見
舞

わ
れ
、
最
後
は
駿
河
湾
に
沈
ん

で
行
き
ま
し
た
。

ヘ
ダ
号
建
設

　
帰
る
船
を
失
っ
た
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
提
督
は
、
幕
府
に
船
の
建

造
を
願
い
出
ま
す
。
こ
こ
で
も

戸
田
の
船
大
工
た
ち
が
、
大
い

に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
和
船
の
技
術
を
活
か
し
、
全

く
新
し
い
洋
式
船
の
建
造
に
挑

戦
し
た
の
で
す
。
長
さ
の
単
位

も
違
い
、
基
本
的
な
船
の
構
造

も
大
き
く
違
い
ま
す
。
何
よ

り
、
言
葉
が
通
じ
な
い
と
い
う

大
き
な
壁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
技
術
者
同
士
の
交
流

は
、
目
的
を
一
つ
に
見
事
に
実

を
結
ん
だ
の
で
す
。

　
ロ
シ
ア
の
技
術
士
官
も
、「
継

ぎ
目
の
線
が
や
っ
と
見
え
る
か

と
思
う
ほ
ど
、
ち
密
な
仕
事
ぶ

り
で
、
且
つ
迅
速
に
几
帳
面
に

仕
事
に
あ
た
っ
て
い
た
」
と
日

本
の
船
大
工
を
絶
賛
し
て
い
ま

す
。
何
と
本
格
的
な
日
本
初
の

洋
式
船
は
、
お
よ
そ
三
か
月
と

い
う
速
さ
で
造
り
上
げ
ら
れ
ま

し
ま
い
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…

　
＊
安
政
東
海
大
地
震
津
波
　

Ｍ
８
・
４
　
戸
田
の
震
度
５
　

戸
田
総
戸
数
五
九
三
戸
の
内
、

二
十
四
戸
流
失
　
潰
家
八
十
一

戸
　
大
破
三
十
三
戸

　
亡
く
な
っ
た
方
三
十
名

…
…
…
…
…
…
…

　
こ
の
デ
ィ
ア
ナ
号
の
修
理
の

場
所
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
戸
田
の
港
で
し
た
。
駿

河
湾
は
、
日
本
一
深
い
湾
で
、

戸
田
の
港
も
十
分
な
海
深
が
あ

り
二
〇
〇
〇
ト
ン
級
の
デ
ィ
ア

ナ
号
も
乗
り
入
れ
る
事
が
で
き

ま
す
。
何
と
か
自
力
で
戸
田
の

港
に
向
か
っ
た
デ
ィ
ア
ナ
号
で

し
た
が
、
突
然
襲
っ
た
強
風
の

た
め
戸
田
湊
に
は
入
れ
ず
、
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
は
乗
組
員
全

員
に
退
艦
命
令
を
出
し
ま
し

た
。
波
に
も
ま
れ
る
カ
ッ
タ
ー

ボ
ー
ト
を
、
漁
民
た
ち
が
命
綱

を
つ
け
曳
き
、
救
助
活
動
に
あ

た
っ
た
の
で
す
。
五
〇
〇
名
余

の
乗
組
員
は
、
村
の
人
々
の
助

け
で
奇
跡
的
に
上
陸
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
デ
ィ
ア
ナ
号
は
百

安
政
の
大
地
震

　
一
八
五
二
年
、
ニ
コ
ラ
イ
一

世
の
命
を
受
け
た
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
提
督
は
、
遣
日
全
権
使
節
と

し
て
、
平
和
的
、
友
好
的
な
日

露
国
交
交
渉
を
行
う
べ
く
、
サ

ン
ク
ト
を
出
発
し
ま
し
た
。
大

西
洋
を
南
下
、
喜
望
峰
を
回
り

約
一
年
か
け
て
長
崎
の
出
島
に

到
着
し
ま
す
。

　
幕
府
と
の
交
渉
が
進
ま
ず
、

い
っ
た
ん
退
い
て
デ
ィ
ア
ナ
号

に
乗
り
換
え
、
再
度
日
本
を
訪

れ
た
と
き
に
は
、
日
米
和
親
条

約
が
既
に
結
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
　
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
は
何
と

し
て
も
国
交
交
渉
を
成
立
さ
せ

ね
ば
な
ら
ず
、
幕
府
は
対
応
に

苦
慮
し
、
既
に
開
港
し
て
い
た

下
田
港
で
の
交
渉
を
提
案
し
ま

す
。
そ
こ
で
下
田
港
に
デ
ィ
ア

ナ
号
を
停
泊
し
川
路
聖
謨
（
か

わ
じ
と
し
あ
き
ら
）
と
の
交
渉

を
待
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
一

八
五
四
年
十
一
月
四
日
に
起
き

た
「
安
政
の
大
地
震
」
に
よ
る

津
波
で
、
波
に
の
ま
れ
た
デ
ィ

ア
ナ
号
は
湾
内
を
さ
ま
よ
い
、

舵
と
船
底
を
大
き
く
破
損
し
て

デ
ィ
ア
ナ
号
模
型
。
写
真
で
は
解
り
に

く
い
が
、
ヘ
ダ
号
と
比
べ
る
と
か
な
り

大
き
さ
が
違
う
。
二
〇
〇
〇
ト
ン
級

ヘ
ダ
号
模
型
。
日
本
初
の
洋
式
帆
船
と

し
て
進
水
し
た
。
デ
ィ
ア
ナ
号
模
型
と

同
じ
縮
尺
で
作
ら
れ
て
い
る

宝
泉
寺
の
一
室
に
今
も
保
存
さ
れ
て
い

る
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
執
務
机
。
当

時
の
記
録
絵
な
ど
、
貴
重
な
資
料
も

＊
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
一
行
が
滞
在
し

て
い
た「
宝
泉
寺
」。
境
内
に
は
ロ
シ
ア

水
兵
の
墓
も
あ
る

日
露
和
親
条
約
の
全
文
。
左
上
奥
に

は
、
原
本
に
あ
る
二
人
の
日
本
人
の
花

押
も
見
ら
れ
る
。
日
露
友
好
の
原
点
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人
々
が
友
愛
の
理
念
の
も
と
友

好
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

証
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
材
で
は
、
多
く
の

方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
　
随
行
取
材
／
羽
中
田
記

府
は
、
戸
田
の
船
大
工
た
ち
が

覚
え
た
技
術
を
基
に
、
洋
式
船

の
建
造
に
乗
り
出
し
て
い
る
の

で
す
。

　
船
の
走
る
そ
の
海
は
、
山
田

村
長
の
言
う「
友
愛
の
き
ず
な
」

で
す
。
日
露
和
親
条
約
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
海
を
絆
に

田
を
訪
れ
寄
付
の
目
録
を
手
渡

す
な
ど
、
誠
意
あ
る
対
応
で
応

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
言
葉

の
隔
た
り
を
こ
え
て
育
ま
れ
た

友
情
を
称
賛
す
る
思
い
は
、
日

本
も
ロ
シ
ア
も
同
じ
こ
と
で

す
。
戸
田
を
訪
れ
た
記
念
に
、

ト
ロ
ヤ
ノ
フ
ス
キ
ー
在
日
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
大
使
は
、
現
在
の
戸

田
造
船
郷
土
資
料
博
物
館
横
に

あ
る
、
当
時
樹
齢
百
年
ほ
ど
の

松
を
「
友
愛
の
松
」
と
命
名
し

ま
し
た
。
こ
の
松
は
近
隣
で
も

珍
し
い
程
の
大
き
な
松
と
な
っ

て
今
も
元
気
に
育
っ
て
い
ま

す
。
ト
ロ
ヤ
ノ
フ
ス
キ
ー
在
日

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
大
使
は
、
デ
ィ

ア
ナ
号
の
遭
難
、
ヘ
ダ
号
の
進

水
を
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
浜
辺

の
松
を
選
ん
で
、「
友
愛
の
松
」

と
名
付
け
た
の
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

最
後
に

　
こ
こ
ま
で
デ
ィ
ア
ナ
号
、
ヘ

ダ
号
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
に

ま
つ
わ
る
戸
田
の
歴
史
を
駆
け

足
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
い

か
が
で
し
た
か
？

　
紐
解
い
て
み
れ
ば
び
っ
く
り

す
る
よ
う
な
史
実
が
あ
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
事
実
の
な
か
か

ら
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
「
友

愛
」の
言
葉
は
、
国
境
を
越
え
、

言
葉
の
違
い
を
越
え
、
人
と
人

が
仲
良
く
出
き
る
こ
と
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　
私
自
身
が
一
番
興
味
深
く
感

じ
た
の
は
、日
露
和
親
条
約
と
、

和
船
と
洋
船
の
違
い
で
す
。

　
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
の
ミ
カ

ン
船
に
見
る
和
船
は
、
確
か
に

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
サ
ン
タ
マ
リ
ア

号
や
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ス
テ
ィ

チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
号
と
は
、
帆
の

向
き
が
九
〇
度
異
な
っ
て
ま

す
。
大
海
原
を
走
る
に
は
、
洋

式
船
の
機
能
が
い
か
に
優
れ
て

い
た
か
が
解
り
ま
す
。
実
際
幕

爾
来
幾
星
霜
世
相
は
ど
の
よ
う

に
変
ろ
う
と
も
二
つ
の
国
の

人
々
の
心
の
奥
底
に
友
愛
の
灯

は
決
し
て
消
え
失
せ
る
こ
と
は

な
い
で
あ
ろ
う

　
　
村
長
　
山
田
三
郎
　
謹
書

友
愛
の
松

　
記
念
資
料
館
を
建
設
し
、
デ

ィ
ア
ナ
号
と
の
交
流
、
プ
チ
ャ

ー
チ
ン
提
督
の
思
い
出
を
次
代

に
継
承
し
た
い
と
思
っ
た
戸
田

の
人
々
の
思
い
に
、
ロ
シ
ア
側

も
当
時
の
ト
ロ
ヤ
ノ
フ
ス
キ
ー

在
日
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
大
使
が
戸

石
碑
の
文
面

　
　
　
日
ソ
友
愛
の
像

海
は
世
界
を
つ
な
ぐ
、
友
愛
の

き
ず
な
で
あ
る
。　
孤
立
し
た

島
か
ら
、
大
陸
か
ら
人
は
こ
の

き
ず
な
に
よ
っ
て
結
ば
れ
　
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
を
高
め
文
明
を

築
い
て
生
き
た
幕
末
の
頃
 プ
チ

ャ
ー
チ
ン
提
督
の
乗
艦
デ
ィ
ア

ナ
号
が
遭
難
す
る
や
戸
田
の

人
々
は
こ
れ
を
助
け
露
国
人
と

共
に
協
力
し
て
代
艦
戸
田
号
を

建
造
し
た
。

友
愛
の
灯
は
こ
の
時
　
あ
か
あ

か
 と
二
つ
の
国
を
映
し
た
の
だ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
戸
田
村

の
人
々
の
総
意
で
「
戸
田
造
船

郷
土
資
料
博
物
館
」
が
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

友
愛
の
像

　
昭
和
四
十
四
年
、
当
時
の
戸

田
村
村
長
を
務
め
て
い
た
山
田

三
郎
氏
は
、
村
民
の
心
に
あ
る

思
い
や
り
、
助
け
合
い
、
そ
し

て
言
葉
の
障
害
を
越
え
て
船
を

作
り
上
げ
た
、
お
互
い
を
理
解

し
あ
う
心
を
、
戸
田
村
の
象
徴

と
し
て
残
す
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
　
静
岡
県
生
ま
れ
の
彫
刻
家
・

堤
達
男
氏
に
依
頼
し
、
出
来
上

が
っ
た
の
が
、
日
本
と
ロ
シ
ア

の
青
年
の
像
「
友
愛
の
像
」
で

す
。
二
人
の
青
年
は
、
船
の
錨

を
中
央
に
手
を
重
ね
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
デ
ィ
ア
ナ
号
と
ヘ

ダ
号
の
物
語
を
表
す
と
共
に
、

「
海
は
世
界
を
つ
な
ぐ
、
友
愛

の
き
ず
な
で
あ
る
」
と
い
う
、

山
田
三
郎
村
長
の
思
い
が
表
現

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
　
山
田
三
郎
村
長
の
思
い
は
、

自
筆
の
石
碑
と
し
て
、「
日
露
友

愛
の
像
」
の
前
に
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
九
〇
四
年
に
は
、
日
露
戦

争
と
い
う
事
態
を
迎
え
ま
す

が
、
戸
田
村
の
人
々
は
、
プ
チ

ャ
ー
チ
ン
提
督
が
、
感
謝
の
し

る
し
に
と
置
い
て
行
っ
た
品
々

を
大
切
に
保
管
し
続
け
た
の
で

す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
安
政

の
大
地
震
で
は
、
村
人
も
津
波

の
被
害
に
あ
い
、
自
分
た
ち
の

命
を
守
り
生
活
を
守
る
こ
と
に

必
死
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な

状
況
の
中
で
、
五
〇
〇
名
も
の

異
国
の
人
々
を
命
懸
け
で
助

け
、
介
抱
し
、
三
か
月
の
間
手

厚
く
も
て
な
し
た
の
で
す
。

　
戸
田
村
の
人
々
と
、
デ
ィ
ア

ナ
号
の
乗
組
員
と
の
間
に
生
ま

れ
た
心
情
、
そ
れ
こ
そ
が
「
友

愛
」
の
思
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
　
一
九
六
七
年
、
戸
田
村
の
各

地
（
個
人
所
有
な
ど
）
に
あ
っ

た
デ
ィ
ア
ナ
号
、
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
提
督
に
関
す
る
品
々
が
、
静

岡
県
の
史
跡
に
認
定
さ
れ
ま
し

し
て
、
禁
固
す
る
こ
と
な
し
。

然
れ
ど
も
、
若
法
を
犯
す
も
の

あ
ら
ば
、
是
を
取
押
へ
処
置
す

る
に
、
各
某
本
国
の
法
度
を
以

て
す
べ
し
。

　
第
九
条
　
両
国
近
隣
の
故
を

以
て
、
日
本
に
て
向
後
他
国
へ

免
す
処
の
諸
件
は
、
同
時
に
魯

西
亜
人
に
も
差
免
す
べ
し
。

安
政
元
年
十
二
月
廿
一
日
（
千

八
百
五
十
五
年
一
月
廿
六
日
）

　
筒
井
肥
前
守
　
　
花
押

　
川
路
左
衛
門
尉
　
花
押

エ
ウ
ヒ
ミ
ウ
ス
・
プ
ー
チ
ャ
ー

チ
ン

カ
ヒ
テ
ン
・
ポ
ス
ス
エ
ッ
ト

戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物
館
建

設　
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
を
始
め

と
す
る
ロ
シ
ア
の
人
々
の
戸
田

村
に
対
す
る
友
好
の
念
は
強
か

っ
た
の
で
す
が
、
戸
田
村
の

人
々
も
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
強
い
友

好
の
念
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

＊戸田造船郷土資料博物館全景。右にディアナ号の錨が、左に友愛の像が飾られている
毎週水曜日休館　電話・ファックス０ ５ ５ ８－９ ４－２ ３ ８ ４　大人200円　子供100円

ト
ロ
ヤ
ノ
フ
ス
キ
―
在
日
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
大
使
が
命
名
し
た
「
友
愛
の
松
」
大

き
く
繁
っ
て
全
景
は
収
ま
ら
な
い

宝
泉
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
水
兵

の
墓
。亡
く
な
ら
れ
た
二
人
の
水
兵
は
、

大
き
な
し
だ
れ
桜
の
下
で
眠
っ
て
い
る

熱
心
に
説
明
を
聞
く
川
手
常
務
理
事

（
写
真
左
か
ら
二
人
目
）
と
奥
田
吉
郎

理
事
（
写
真
右
か
ら
二
人
目
）

戸
田
の
海
。
透
明
感
が
あ
り
、
穏
や
か

に
凪
い
だ
海
は
、
素
晴
ら
し
い
。
岬
の

向
こ
う
に
富
士
山
が
見
え
る

「
友
愛
の
広
場
」
手
前
の
石
に
そ
の
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
木
々
に
囲
ま
れ
た

静
か
な
場
所
だ
。
左
奥
が
博
物
館

＊ヘダ号建造の地を示す「造船記
念碑」は戸田の湾の中心辺りに建
立されている。近くには戸田の製
塩所もあり、左には海水浴場もあ
る穏やかな海に臨んでいる。
戸田灯台、日露友好記念碑など岬
を巡ると歴史散策ができる

博
物
館
の
前
に
建
立
さ
れ
た
「
友
愛
の

像
」
錨
を
手
に
、
遠
く
友
愛
の
海
を
見

晴
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

デ
ィ
ア
ナ
号
の
錨
。
二
〇
〇
〇
ト
ン
の

船
に
相
応
し
い
立
派
な
錨
だ
。
重
さ
約

四
ト
ン
　
長
さ
四
・
八
メ
ー
ト
ル

山
田
三
郎
村
長
の
思
い
を
込
め
た
石

碑
。
友
愛
の
像
の
前
に
あ
る
。（
全
文
は

本
文
中
に
掲
載
）

宝
泉
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
友
愛
の

像
」
原
型
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
執

務
室
で
あ
っ
た
机
に
飾
ら
れ
て
い
る
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尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽

尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽

◆
年
齢
と
と
も
に
知
識
も
増
え

る
が
、
改
め
て
知
ら
ぬ
こ
と
の

多
さ
に
驚
く
。
尚
、
我
足
ら
ざ

る
を
憂
う
。
木
鶏
に
は
遠
く
及

ば
な
い
。

人
は
や
る
気
と
と
も
に
若
く
、

老
い
と
は
夢
を
失
う
こ
と
。
だ

か
ら
常
に
前
を
見
つ
め
て
確
実

に
一
歩
を
記
し
た
い
。
そ
し
て

亀
の
如
く
一
日
一
日
ゆ
っ
く
り

修
行
を
重
ね
て
ゆ
く
。
人
間
は

年
齢
に
関
係
な
く
成
長
す
る
こ

と
に
生
き
る
意
義
が
あ
り
、
生

甲
斐
が
あ
る
。

笑
顔
は
人
を
変
え
、
感
謝
は
敵

を
作
ら
な
い
。
和
顔
愛
語
を
ベ

ー
ス
に
率
先
垂
範
で
き
れ
ば
有

難
い
。
元
気
・
や
る
気
・
本
気

で
日
々
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
人
に

は
そ
の
人
し
か
果
た
せ
な
い
使

命
が
あ
る
。

今
を
生
き
る
。 

（
Ｋ
）

◆
今
回
取
材
で
お
伺
い
し
た
戸

田
は
、
日
本
近
代
史
の
宝
庫
み

た
い
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
学
校

で
は
日
本
史
の
授
業
も
、
幕
末

・
明
治
以
降
に
な
る
と
、
す
で

に
学
年
末
で
、
結
構
は
し
ょ
っ

て
授
業
が
行
わ
れ
る
と
良
く
言

わ
れ
る
様
に
、
私
も
日
本
史
の

そ
の
あ
た
り
は
苦
手
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
今
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
通
り
、
戸
田
に
は
生
き
た

幕
末
明
治
の
歴
史
が
、
住
民
の

方
々
の
歴
史
と
共
に
、
今
も
脈

打
っ
て
い
る
の
で
す
。
梅
雨
の

晴
れ
間
の
一
日
、
降
り
注
ぐ
太

陽
と
、
澄
ん
で
穏
や
か
な
戸
田

の
海
を
堪
能
し
、
歴
史
を
勉
強

し
ま
し
た
。
改
め
て
日
本
の
各

地
、
特
色
が
あ
る
も
の
だ
と
、

今
更
な
が
ら
感
銘
を
受
け
た
次

第
で
す
。「
我
が
地
方
に
こ
ん
な

歴
史
が
」
等
の
情
報
を
、
是
非

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
も
）

旺

王

欧

翁
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殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

機関紙『友愛』原稿募集
機関紙『友愛』に皆様のご投稿をお待ちいたしております。内容は、ボ
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今
回
取
材
で
お
邪
魔
し
た

「
戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物

館
」
に
は
、「
駿
河
湾
深
海
生
物

館
」が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。名

物
の
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
を
始
め
、

深
海
の
珍
し
い
生
き
物
、
戸
田

の
漁
法
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
目
を
引
く
の
が
、

写
真
の
ミ
ツ
ク
リ
エ
ナ
ガ
チ
ョ

ウ
チ
ン
ア
ン
コ
ウ
の
メ
ス
の
標

本
。
こ
こ
で
敢
え
て
メ
ス
を
強

調
し
た
の
は
、
オ
ス
は
写
真
を

見
て
の
通
り
の
有
様
で
、
メ
ス

に
へ
ば
り
つ
い
た
ま
ま
一
生
を

終
え
ま
す
。
こ
の
標
本
は
、
体

長
二
〇
セ
ン
チ
程
の
も
の
で
す

が
、
オ
ス
は
メ
ダ
カ
程
の
大
き

さ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
戸
田
は
江
戸
城
を
築

く
た
め
の
石
切
場
（
石
丁
場
）

で
あ
っ
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

　
各
地
の
大
名
が
幕
府
に
納
め

る
石
を
戸
田
村
に
注
文
し
ま
し

た
。
戸
田
の
港
か
ら
各
大
名
の

紋
所
が
刻
ま
れ
た
沢
山
の
石
が

江
戸
に
運
ば
れ
て
行
き
ま
し

た
。
そ
の
名
残
は
現
在
の
皇
居

清
水
門
あ
た
り
で
見
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
皇
居
を
散
策
し
な
が

ら
、
新
た
な
歴
史
探
訪
に
挑
戦

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

日
ロ
友
好
の
証
「
友
愛
の
像
」

見
学
、
友
愛
広
場
で
「
友
愛
の

松
」
を
眺
め
、
近
代
日
本
の
黎

明
期
に
思
い
を
馳
せ
る
。
こ
ち

ら
も
素
敵
な
歴
史
探
訪
で
す
。

戸
田
湾
を
望
む
石
切
場
（
石
丁
場
）
か

ら
の
景
色
。
穏
や
か
な
美
し
い
海
と
雄

大
な
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

ミ
ツ
ク
リ
エ
ナ
ガ
チ
ョ
ウ
チ
ン
ア
ン
コ

ウ
の
メ
ス
の
標
本
。
標
本
な
の
で
白
色

に
な
っ
て
い
る
が
実
際
は
鈍
い
茶
色
系

戸
田
の
石
丁
場
跡
。
大
き
な
石
が
切
り

出
さ
れ
た
様
子
が
、
今
も
残
っ
て
い

る
。
山
歩
き
に
は
絶
好
の
場
所
だ

石
丁
場
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
石
の
一

つ
。
島
津
藩
か
ら
の
注
文
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
、
十
の
字
の
刻
み
が
残
る

ト
ピ
ッ

ト
ピ
ッ
クク
 …
…
 戸田
か
ら
歴
史
探
訪

写
真
提
供
／
戸
田
造
船
郷
土
資
料
館
・
戸
田
史
談
会
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ウ
ィ
ー
ン
で
の
コ
ン
サ
ー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
得
た
素
晴
ら
し
い
演

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
得
た
素
晴
ら
し
い
演
奏奏

宮
下

大

宮
下
　
大
器器

い
、
知
っ
て
も
ら
う
唯
一
の
機

会
だ
っ
た
た
め
、
精
一
杯
自
分

自
身
を
表
現
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
演
奏
し
ま
し
た
。　
満
席

の
お
客
様
か
ら
は
溢
れ
ん
ば
か

り
の
拍
手
と
温
か
い
お
言
葉
を

頂
き
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
音
楽

は
国
境
、
人
種
関
係
な
く
人
が

繋
が
る
こ
と
の
出
来
る
素
晴
ら

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
で
あ
る
と
、
改
め
て
実
感
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
音
楽
を
通
じ

て
た
く
さ
ん
の
人
々
と
出
会

い
、
多
く
を
学
び
、
音
楽
家
と

し
て
、
ま
た
人
と
し
て
立
派
に

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
機
会
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
日
本
友
愛
協
会
、
お

世
話
に
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

勤
労
青
年
連
盟
の
皆
さ
ま
方
に

本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
キ
ー
氏
に
説
明
、
提
案
す
る

と
、
彼
は
快
く
私
の
音
楽
を
受

け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か

し
彼
の
美
し
い
、
着
飾
ろ
う
と

し
な
い
自
然
な
音
楽
を
聴
い
た

時
、
私
は
こ
の
曲
は
こ
う
あ
る

べ
き
だ
と
決
め
つ
け
、
表
現
の

幅
を
狭
め
て
い
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
私
が
今
ま
で
聴
い

て
き
た
も
の
以
外
に
も
こ
ん
な

音
楽
も
あ
る
の
だ
、
と
彼
の
ピ

ア
ノ
は
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
研
修
初
日

で
ド
イ
ツ
語
が
出
来
ず
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
と
落
ち

込
ん
だ
自
分
や
、
前
日
の
ウ
ィ

ー
ン
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
み
た

演
奏
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
私
は
自
分
だ
け
の
音
楽

を
作
る
だ
け
で
な
く
、
彼
の
音

楽
を
も
っ
と
聴
い
て
、
彼
の
作

る
音
楽
の
世
界
に
身
を
委
ね
て

見
よ
う
、
彼
と
音
楽
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
楽
し

ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
彼
と
合
わ
せ
を
し
て

い
っ
た
結
果
、
本
番
は
本
当
に

楽
し
く
、
自
分
の
有
り
の
ま
ま

の
音
楽
を
、
シ
ナ
イ
ス
キ
ー
氏

の
ピ
ア
ノ
の
音
楽
と
調
和
さ
せ

て
お
客
様
に
届
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
海
外
で
の
演
奏
は
初
め
て
で

も
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
に
来
て
か

ら
コ
ン
サ
ー
ト
の
日
ま
で
人
前

で
歌
う
こ
と
は
な
く
、
か
な
り

緊
張
し
ま
し
た
が
、
ウ
ィ
ー
ン

の
人
々
に
自
分
を
認
め
て
も
ら

ラ
が
世
界
一
流
で
あ
る
こ
と
は

充
分
知
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

い
ざ
生
演
奏
を
耳
に
す
る
と
本

当
に
美
し
く
、
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。

　
特
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
で
は
今
ま
で
生
き
て
来

て
、
あ
ん
な
に
美
し
い
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
演
奏
を
聴
い
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
涙
が
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
演
奏

者
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
曲
の
合
間
に
生
き
生
き
と

し
た
顔
を
し
な
が
ら
目
を
合
わ

せ
た
り
、
息
遣
い
や
身
体
の
動

き
を
揃
え
た
り
す
る
様
は
、
ま

る
で
音
楽
で
会
話
を
し
て
い
る

よ
う
で
、
そ
こ
か
ら
自
然
と
生

ま
れ
る
美
し
く
澄
ん
だ
音
色

は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
私
も
あ
ん
な
演
奏

が
し
て
み
た
い
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
三
日
間
に
わ
た
り
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
エ
フ
ゲ
ニ
ー
・

シ
ナ
イ
ス
キ
ー
氏
と
研
修
最
終

日
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
し
ま
し
た
。
演
奏
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
Ｒ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
リ

O
p.24
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   （
私
は

い
ら
だ
っ
て
）
で
、
こ
の
曲
は

大
学
院
の
卒
業
試
験
で
演
奏
し

経
験
を
積
ん
で
い
た
た
め
、
ど

う
い
う
風
な
音
楽
に
し
た
い
か

自
分
の
中
で
決
ま
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　
そ
れ
を
こ
と
ご
と
く
シ
ナ
イ

　
今
回
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
行
く

こ
と
が
初
め
て
で
あ
り
、
日
本

人
の
ガ
イ
ド
さ
ん
無
し
で
海
外

に
行
く
と
い
う
こ
と
も
初
め
て

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
ウ
ィ
ー

ン
で
の
研
修
旅
行
は
本
当
に
楽

し
み
で
し
た
が
、
不
安
も
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　
い
ざ
行
っ
て
み
ま
す
と
、
や

は
り
最
初
は
言
葉
の
壁
に
ぶ
つ

か
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
語
は
日

本
で
そ
れ
な
り
に
勉
強
を
積
ん

で
は
お
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
現

地
の
人
々
を
前
に
す
る
と
何
も

出
て
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

研
修
二
日
目
辺
り
ま
で
は
か
な

り
落
ち
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤

労
青
年
連
盟
の
方
々
や
、
私
を

お
世
話
し
て
く
れ
た
方
々
は
、

私
の
片
言
の
喋
り
を
笑
顔
で
一

生
懸
命
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
ま

た
励
ま
し
て
く
だ
さ
り
、
自
分

の
話
す
、
た
あ
い
の
な
い
話
題

で
も
す
ご
く
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
、

も
っ
と
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

た
い
、
も
っ
と
彼
ら
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
勉
強
が
割
と
苦

手
な
私
で
し
た
が
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
合
間
を
縫
っ
て
積
極

的
に
語
学
の
テ
キ
ス
ト
を
開
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
ウ
ィ
ー
ン
研
修
四
日
目
で
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
と
ハ
イ
ド
ン

の
室
内
楽
を
聴
き
に
行
き
ま
し

た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ケ
ス
ト

エ
ヤ
ッ
プ
本
部
玄
関
の
シ
ン
ボ
ル
の
前

で
。
左
か
ら
ビ
ン
マ
ー
専
務
理
事
、
ペ

ル
コ
ビ
ッ
チ
会
長
、
宮
下
大
器
さ
ん

・
副
理
事
長
逝
去

趣
味
人
が
友
愛
胸
に
去
っ
て
逝

く・
男
子
体
操

最
強
の
メ
ン
バ
ー
で
す
と
五
人

組・
モ
ハ
メ
ド
・
ア
リ
死
去

伝
説
の
巨
人
が
逝
く
ボ
ク
シ
ン

グ・
一
六
三
キ
ロ
・
大
谷
投
手

最
速
の
元
年
に
な
る
交
流
戦

・
記
録
塗
り
替
え
る

白
鵬
の
心
は
い
つ
も
挑
戦
者

・
三
菱
自
燃
費
不
正

信
頼
の
輝
き
失
う
ダ
イ
ヤ

・
熊
本
地
震

震
災
の
後
に
震
災
や
っ
て
く
る

・
世
界
的
演
出
家
逝
く

蜷
川
の
舞
台
の
先
に
あ
る
舞
台

・
清
澄
白
河

材
木
の
香
り
を
の
せ
た
コ
ー
ヒ

ー
街
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